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昭
和
十
九
年
十
二
月
後
行

世

帯

構

成

に

お

け

る

配

備

人

員

三

柴

養

人
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三
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闘

係
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食
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配
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問
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谷

口

士
口

彦

職
時
経
油
開
陀
弘
正
貯
る
最
も
貰
要
た
る
問
題
は
、
軍
需
生
産
の
増
強
と
共
に
閥
民
生
活
白
確
保
に
あ
る
己
と
今
さ
ら
言
ム
ま
で
も
た

い
。
然
る
に
そ
白
一
闘
民
生
活
の
確
保
を
具
般
的
た
る
生
活
の
揚
に
沿
い
て
把
揺
す
る
た
ら
ば
、
軍
隊
ま
た
は
符
精
舎
の
如
昔
職
域
生

活
を
除
け
ば
、
↓
般
的
に
は
家
庭
に
治
け
る
世
帯
生
活
k
h
い
て
株
保
さ
れ
ね
ば
一
段
ら
示
、
ま
た
現
に
世
帯
一
生
稲
を
単
位
と
す
る
配

給
制
度
を
中
心
と
し
て
、
戦
時
生
活
の
確
保
を
計
り
勺
L
あ
る
恥
貯
で
あ
る
。
印
。
h
J

戦
時
生
活
は
単
に
抽
象
的
に
個
人
主
義
的
に
個

別
的
に
確
保
さ
れ
る
「
も
の
で
は
在
〈
、
具
棺
的
に
園
民
生
活
の
揚
占
し
て
の
世
帯
生
活
に
沿
い
て
、
家
族
主
義
的
忙
集
図
的
・
綜
合

的
陀
確
保
さ
れ
お
ば
た
ら
ぬ
。

E
由
意
味
に
沿
い
・
て
今
日
の
個
人
主
義
的
配
給
制
度
の
中
に
は
、
改
善
を
要
す
る
臨
も
少
た
か
ら
十

あ
る
わ
け
在
る
が
、
己
の
問
題
は
姑
ら
〈
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
り
、
己
h

で
は
問
題
を
尊
ち
か
i
A

る
世
帯
生
活
。
内
部
構
成
的
た
品
川
四
一

論
的
白
問
題
に
限
定
す
る
と
と
h
ず
る
J

'

世
帯
構
成
に
b

判官
6
配
給
人
民
と
柴
愛
人
民
止
の
脇
係
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世

帯

構

成

に

お

暗

色

配

給

人

員

と

柴

護

人

員

と

白

闘

係

一

一

さ
て
世
帯
生
活
は
-
般
的
に
ほ
複
数
の
家
族
人
民
に
工
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
と
の
構
成
問
題
は
簡
は
ゆ
る
家
族
構
成
。
問
題

正

ιて
、
例
へ
ば
大
家
族
制
空
た
は
小
家
族
制
の
問
題
と
し
て
、
十
日
〈
上
り
枇
合
曲
串
烏
よ
び
経
済
間
半
。
問
問
閉
止
し
て
採
り
あ
凶
作
ら

れ
、
あ
ら
ゆ
右
角
度
か
ら
殆
ん
ど
刺
す
と
と
ろ
な
垂
ま
で
に
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
捕
る
忙
℃
-
A

に
新
た
な
る
問
題
と
し
て
提
越
せ
ん

〆
・
と
す
る
の
は
、
か
L
る
家
族
人
員
賞
従
来
。
如
J

え
た

1
4純
に
そ
D
構
域
回
目
致
の
み
に
上
っ
て
把
握
す
る
の
で
は
可
生
活
裕
一
保
の
見

地
か
ら
は
全
〈
無
意
味
で
お
う
て
、
か
h
A

る
家
族
人
民
』
」
は
明
確
に
匝
別
さ
る
べ
昔
附
帯
構
成
的
在
る
二
つ
白
新
た
た
概
念
を
単
入

，
ず
る
で
た
け
れ
ば
、
問
題
の
解
決
に
は
進
み
得
友
い
の
で
な
い
か
、
家
族
人
員
に
針
す
ろ
柴
養
大
貝
苧
ょ
が
配
給
人
員
。
概
念
と
れ

第
車
十
九
巻

，、
八、

実
腕

で
あ
る
。

柴
養
人
民
の
概
念
は
、
~
一
元
来
は
柴
養
額
上
。
研
究
を
前
提
必
ず
る
も
白
で
ほ
あ
み
が
、
ー
併
し
柴
養
皐
忙
長
け
る
従
来
。
研
究
も
個

人
的
ま
た
は
個
別
的
に
行
は
れ
、
い
ま
だ
家
族
集
閥
的
忙
は
行
は
れ
て
ゐ
た
い
。
r

そ
、
』
」
で
吾
々
と
し
て
は
、
己
の
柴
養
翠
上
白
個
人

-
的
研
究
ど
前
提
と
も
/
で
採
り
入
れ
、
世
帯
生
活
に
岳
け
る
柴
養
人
骨
的
犯
る
構
成
を
新
た
な
問
閣
と
し
て
提
起
十
る
必
要
が
あ
る
。

巴
占
忙
食
糧
品
の
配
給
ゐ
よ
び
消
費
は
、
衣
料
品
の
個
人
的
配
給
会
主
び
個
別
的
消
費
を
は
具
り
、
世
帯
草
位
の
ニ
情
的
視
給
に
ギ

¥
り
、
む
つ
山
帯
会
憾
と
し
て
集
図
的
消
費
の
行
は
る
h
A

古
川
U

で
あ
る
か
ら
、
問
題
を
同
時
躍
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
世
帯
構
成
的

た
る
柴
養
λ
買
白
問
題
を
採
り
入
仇
ね
ば
た
ら
ぬ
。
日
」
iA
陀
柴
養
人
民
と
段
、
柴
養
一
顎
上
よ
り
見
守
也
日
開
準
品
を
恭
準
?
と
し
て
、
家

族
人
員
を
こ
の
基
準

ι換
算
し
た
る
人
員
を
意
味
す
る
。
例
h

ぽ
等
し
〈
家
族
人
員
五
人
白
…
場
合
で
も
、
と
の
一
家
族
世
喰
の
必
要
と

す
る
柴
養
量
は
、
一
家
族
自
性
別
・
汗
齢
別
・
職
業
別
に
上
り
て
ヘ
五
人
以
上
と
も
た
り
、
五
λ
一
以
下
と
も
註
担
、
或
は
四
人
以
下
と

も

コ

一

人

以

下

と

も

な

り

う

る

で

あ

ら

う

。

一

、

，

、

，

決
戦
同
時
階
に
治
日
げ
;
生
柄
確
保
は
、
何
よ
り
も
ま
づ
食
糧
神
保
を
中
心
占
せ
ね
ば
な
ら
歩
、
食
糧
紘
保
は
柴
養
型
上
白
基
礎
に
立

• 

、



‘， 

た
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
は
言
ム
ま
で
も
な
し
勺
そ
O
意
味
位
決
し
士
一
同
民
主
活
を
物
質
的
数
量
に
の
み
換
算
せ
ん
と
す
る
mu
で
は
な

い
月
そ
己
に
は
多
分
に
精
-
脚
的
要
素
の
重
要
性
を
有
す
る
己
と
、
を
も
認
め
ね
ば
危
ら
左
い
が
、
併
し
己
止
に

ιま
た
一
定
の
限
度
回

、

、

一

存
ず
る
己
と
を
否
定
で
曹
た
い
で
あ
ち
う
の
今
日
の
決
戦
段
階
陀
沿
い
て
柴
養
陽
一
・
主
よ
り
必
要
と
す
る
十
分
の
食
糧
を
全
国
民
に
確

保
す
る
己
と
は
、
一
望
-
む
ぺ
〈
し
て
成
し
う
る
所
で
は
な
い
。
時
る
る
島
市
養
聞
申
主
の
最
少
限
度
の
食
韻
勝
保
己
毛
、
今
日
の
目
棋
と

ιて

相
熔
し
昔
も
の
と
考
へ
ら
る
i
A

が
、
そ
れ
に
し
で
も
柴
養
塑
主
の
標
準
量
を
基
準
記
す
る
栄
養
人
員
の
概
念
は
、
友
ほ
依
然
と
し
て

そ
の
重
要
性
を
失
ふ
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
次
に
漣
ぷ
る
配
給
大
員
と
め
関
聯
に
沿
い
引
J

て
備
さ
ち
に
軍
裂
で
あ
る
。
-

配
給
人
員
の
概
念
は
、
今
日
目
統
制
経
怖
の
段
階
に
治
一
眠
る
配
給
統
制
を
前
提
と
す
る
J

今
日
の
需
給
統
制
は
周
知
白
如
〈
、
主

要
な
る
生
活
必
需
品
こ
「
と
に
食
糧
口
聞
に
つ
い
て
、
調
は
ゆ
呂
消
費
一
切
一
品
制
ま
た
は
切
符
制
を
武
施
し
つ
h

あ
る
が
、

E
の
揚
合
に
配

給
上
回
棋
準
量
を
基
準
と
し
て
、
家
族
X
員
を
と
の
基
準
に
換
算
し
た
る
人
員
を
か
り
に
配
給
λ
員
と
し
て
概
念
す
る
之
と
が
山
内
来

る
J

む
ろ
ん
と
白
配
給
上
回
標
準
量
ま
た
は
そ
の
比
率
訟
る
も
白
が
、
来
し
て
料
品
一
-
的
根
擦
を
右
ず
る
か
否
か
は
全
く
別
問
題
で
色

っ
て
、
事
寅
に
沿
い
℃
は
率
る
何
等
の
科
事
的
研
郊
を
も
前
提
と
せ
ポ
。
た
ピ
過
去
の
事
買
を
基
準
と
し
て
現
定
せ
ら
れ
、
或
は
生

産
量
ま
た
は
供
給
査
を
基
準
と
し
で
単
純
に
之
を
消
費
人
口
に
割
前

τる
姐
割
合
が
寧
る
夫
部
分
で
畠
る
。
生
産
ま
た
は
供
給
数
量
白

限
定
さ
れ
た
る
今
日
正
沿
い
て
は
、
之
を
基
準
と
し
て
割
首
て
る
己
h

ど
も
亦
や
む
を
特
た
い
方
法
で
は
あ
る
が
、
併
し
己
の
揚
合
に

，
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口
と
じLFて
の
家
族
人
員
に
割
常
て
る
ぺ
き
か
、
或
は
十
分
D
科
出
首
相
偶
擦
を
存
ず
る
品
目
養
人
員
L
Z
A
W中

止
じ
亡
制
常
て
る
べ
宮
か
は
、
官
た
重
要
な
る
問
題
を
提
起
す
る
と
と
証
左
右
。
と
の
問
題
ほ
姑
ち
ノ
ヤ
後
の
問
題
と
し

τ、
何
れ
に
/

，
 

官
よ
わ
れ
/
¥
ー
は
現
貨
の
割
首
配
給
量
を
一
路
の
前
提
と
し
て
ず
そ
の
槙
準
最
を
墓
準
と
し
て
換
算
し
だ
る
世
帯
生
活
。
配
給
人
員

に
つ
き
寸
ら
構
成
的
関
係
を
考
察
す
る
ζ

と
が
出
来
る
。
例
へ
ば
℃
白
山
情
合
忙
も
ま
た
前
市
揚
ム
口
に
於
け
る
と
向
子
¥
家
腕
構
成

世
帯
構
成
に
お
け
る
抽
出
軸
人
固
と
柴
義
人
員
と
の
闘
僻
保
亘
十
丸
山
官
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世

帯

構

成

に

拘

け

あ

酎

軸

人

員

と

柴

義

人

員

と

回

関

係

策

正

十

九

巻

市

甲

式

抗

員
は
等
し
〈
五
人
で
も
、
そ
の
配
給
構
成
員
は
五
人
以
上
軍
た
は
五
人
以
下
の
種
々
の
鑓
化
を
一
不
じ
う
一
る
で
あ
ら
う
。

モ
こ
で
問
題
は
、
か
ぐ
り
如
き
意
味
に
和
げ
る
柴
養
人
員
と
配
給
人
民
と
の
関
係
如
何
に
あ
る
。
純
迎
的
ま
た
は
判
明
皐
的
民
考
へ

得
ら
る
i
A

こ
と
は
、
而
し
て
最
も
重
要
注
り
と
考
へ
ら
る
ム
己
と
は
、
必
要
縫
養
量
に
比
例
L
て
配
給
制
首
量
白
規
定
せ
ら
る
べ
き

と
と
で
あ
る
。
己
主
で
は
た
wh

品
例
性
の
要
請
を
白
み
同
越
と
す
る
。
理
組
曲
的
に
は
比
例
性
れ
り
も
等
量
性
を
要
請
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
邸
ち
必
要
柴
養
設
と
等
量
に
た
い
て
配
給
制
賞
金
白
斑
定
さ
れ
名
己
と
は
、
混
忽
的
に
は
最
も
竪
ま
し
骨
己
一
と
に
相
連
な
い
。

併
し
な
が
ら
今
日
の
決
戦
段
階
に
沿
い
て
、
か
く
の
如
告
は
言
ふ
べ
く
し
て
行
は
れ
う
名
、
も
白
で
は
た
い
。
従
っ
て
柴
養
的
に
許
さ

れ
う
る
最
少
限
度
の
椛
保
と
い
ふ
問
題
を
別
陀
す
れ
ば
ャ
少
〈
と
も
柴
養
皐
的
白
必
要
量
に
比
例
し
て
、
島
貨
の
配
給
制
首
金
。
決

¥
 

定
き
る
iL

己
ど
を
も
っ
て
満
足
せ

b
N在
ら
一
ぬ
。
と
れ
を
世
帯
生
滑
に
つ
取
で
言
へ
ぽ
、
策
養
λ
員
の
構
成
と
配
給
人
員
の
構
成
ほ

一
致
ま
た
は
援
近
ず
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
ら
ぽ
現
貨
に
お
い
て
己
の
閥
係
は
如
何
在
る
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
か
、

E
L
で
は
ま
づ
世

帯
金
活
に
蒔
け
る
栄
養
人
員
な
よ
官
配
給
人
員
D
構
成
を
見
た
一
る
後
、
一
一
己
の
問
題
。
検
討
に
進
む
E
K
L
す
る
。

二
九

0
・J

レ凡1

必
要
拠
ー
養
量

t
閲
す
る
崎
市
養
撃
者
の
研
究
の
結
果
に
上
れ
ば
、
わ
れ

f
k日
本
入
の
棋
準
的
た
る
必
要
柴
養
量
す
法
は
ち
年
齢
一
一
一

十
一
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
白
中
等
勢
作
の
男
子
の
柴
養
量
は
叶
熱
量
二
四

O
O
カ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
入

0
グ
ラ
ム
と
伝
っ
て
ゐ
る
。

い
ま
之
を
も
っ
て
前
述
の
柴
養
皐
土
よ
り
見
た
る
標
準
設
と
た
し
、
と
れ
を
基
準
と
し
て
附
帯
生
活
の
各
人
員
に
つ
昔
、
そ
の
性

別
・
年
齢
別
た
よ
び
職
業
別
(
勢
作
別
}
白
必
要
魁
培
養
比
率
を
算
出
す
る
と
と
が
出
来
号
。
と
も
で
は
己
の
比
率
を
D
み
前
提
と
し
て

重
要
観
ず
る
。
か
り
に
必
要
築
養
の
紹
針
置
に
つ
い
て
は
嬰
者
の
問
忙
異
論
あ
り
ん
一
し
で
も
、
と
の
比
率
の
重
要
性
は
依
然
と
じ
て

残
る
も
の
ぜ
あ
り
、
士
た
決
戦
生
滑
に
沿
い
で
は
前
述
の
如
〈
最
少
限
度
の
柴
養
紹
封
量
を
も
っ
て
耐
え
忍
ば
ね
ば
た
ら
む
と
し
て

、柴養串雑誌第τ 魯策一敏9
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a曹

も
、
そ
れ
だ
け

ι倫
更
に
己
の
柴
養
比
率
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
ね
ぽ
た
ら
血
か
ち
で
あ
る
。

ζ

ミ
で
は
蛋
白
質
に
つ
h
で
は
姑
ら
ヰ
別
問
題
と
し
、
熱
量
に
つ
い
て
の
み
右
白
柴
斐
比
率
を
問
題
と
し
、
柴
養
聞
宇
者
の
研
究
白

'
紡
岡
地
に
基
づ
い
て
之
が
比
密
を
算
出
す
れ
ば
、
突
に
掲
ぐ
る
第
一
哀
の
如
〈
、
例
へ
ば
精
一
歳
の
男
女
児
は
最
低
比
率
を
示
し
て
槙
。

準
叫
栄
養
霊
白

0
・
三
五
四
(
八
五

C
3
9
L
E
F
ι
、
十
七
歳
以
上
三
J

十
歳
ま
で
の
男
子
は
段
高
比
率
を
示
し
て
了
。
四
二
三
至
。
町

す

骨

骨

戸

0
0
カ
ロ
リ
ー
)
、
六
十
日
歳
以
上
の
男
子
の
比
率
ほ
減
退
じ
で

0
・
入
七
五
豆
、
一

ο
O
カ
ロ
リ
T
)

を
示
し
て
ゐ
る
J
之
に
剥
し
て
女
、
聞
き

町、
'

~

p

算
基

子
の
挙
資
比
率
は
一
般
比
低
位
に
あ
っ
て
、
盟
主
主
に
あ
い
て
約
孔
一
割
{
0
・
1
九
一
一
了
と
在
っ
て
ゐ
る
d

一

、

d

誌が
世
揖
数

¥
を
る
串
副
凹
町
制
引
引
加
盟
岡
田
制
副
凹
担
師
団
担
担
四
四
叫
持
、
を
る
串
品
凹
印
刷
別
世
田
四
回
目
崎
師
岨
祖
師
浦
河
祖
師
同
岨
に
四

一

貴

ず

』

五

5
5
6
6
7
7
7
1
8
3
0
J
9
9
0
4
0
a坤
3
8
量
ナ
A
5
5
5
A
A
S
6
1
1
J
e
s
s
-
s
S
O
S
-
S
8
1
1
7
)
)

噛

串

乎

十

帯

主

0
0
0
0
0
0
0
O
B
0
0
0
8
0
8
1
1
1
1
0
0

準

る

O
H
0
0
8
0
0
0
8
8
0
0
0
0
0
0
6
8
0
0
札
一
蕗
誌

司
比
)
一
躍
1
比

も

標

-

比

同

問

者

へ

i

、

、

、

掲

揚

別

脚

一

ト

茸

削

醐

捌

側

側

醐

脚

部

制

開

制

剛

一

醐

醐

削

醐

…

川

町

一

m
m

戸
量
削
捌
却
側
側
剛
…
山
間
側
聞
醐
蜘
一
山
山

m
m印
刷
醐
…
捌
問
伽
品
川

性
謀
、
男
一
ヨ
封

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ロ
劉

1
1
1
I
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
剖

1
1
1

・表表、

表

叫

イ

ド

絶

品

曹

、

、

噛

噛

体

別

L

団

関

町

曲

上

養

護

L
2
1
1
6
1
均一

3
2
3
M
M
L
L
L
L同
臨

時

、

闘
闘
所
所
究
究臨

珠
ヂ
釆
1

生
生
、

厚
厚

す 子

年
齢
(
浦
)

1 
2 
3 
4 
6 
6 
ケ

8 
9 
10 
11 
12 
111 
14 
15 
16 像

17'~20 
21-30 
31ー印
~1-60 
61以上

年
齢
〔
滴
V

次
に
之
を
勢
作
別
に
見
る
時
除
、
次
の
第
二
表
忙
一
不
さ
る
L
如
〈
、
酬
明
勢
作
・
中
等
弊
作
・
比
較
的
官
民
勢
作
・
官
民
勢
作
・
最
重
野

作
の
順
序
に
従
っ
て
築
養
比
率
は
増
加

L
、
さ
ら
住
性
別
・
午
齢
別
に
よ
っ
て
そ
れ
品
、
ー
に
差
等
あ
り
、
最
低
の
十
三
歳
女
子
抑
境

作
0
・
七
二
九
(
一
七
五
C
カ
ロ
リ
ー
)
か
ら
、
最
高
の
十
七
歳
上
り
=
一
十
歳
陀
至
る
男
子
最
一
貫
勢
作
一
、
・
側
三
八
三
四
五
O
カロ
p
l
〕
に

及
ん
で
ゐ
る
0

3

/

引

然
る
に
右
白
如
骨
個
人
的
撲
養
比
率
を
議
礎
と
し
て
、
家
族
的
集
閲
生
活
関
と
じ
て
の
い
世
帯
生
前
に
宕
け
る
構
成
闘
係
を
検
索
す

世
帯
構
成
目
前
け
る
配
輸
入
員
と
準
義
人
員
と
町
一
聞
係

.) 
3) 

鐸
王
十
九
傘

〆""

体
大

規借

ヨ毛

、

1 ・守

世• 
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帯
構
成

0.72gE 
0.846 げ
O.田8 る
問日

0.750 や
0.875 白
臥971 主き
一柴
餐
人
員
ξ 

の

制黒
0.875 
0.971 • 
1.075 

「
世
る
慣

一
最
す
巴
す

干
一
準
、
と
豊

↑
椋
1
相

一
-M茸

女

一

円

勤

f

J

ガ
紹

勢作別、性別、年齢別の血夏操提比車

男子

別 カ慣習ー槙霊位置を
1ξずる

紹封量 111封値

告書ヱ表

年齢別
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問
問
問

1
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自
明
4

2
0
0
5
 

9
目
0
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7
9
0
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白
0
向

u
4
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0
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1
2
0
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1.3"74 
-官
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L167 

2200 
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21り0
2400 
2700、
3000 
3300 

「晒 若手ー作
B鵡↓巾等勢作
1比械的重勢作
¥ 11'，-勢作

I輔 自事 1t 
14 1巾事勢作
1比較的重勢作
L草勢作

(韓捗作
'1'等勢作
比側b重告書作
主事 作

(輯勢作中帯勢作
比較的主主勢作
貫聖書作
最重 !'!}f官

I強勢作
I rll等 r勢作

17-20~ 比較的璽勢作
l軍勢作
ベ最重勢作

l極勢作
111昌、等勢作

21-30i比較附重勢作
i賞勢作
l最重勢作

Yr= S事

問
問
一
昨

日

1
3

唱

A
O
a
o
a

。間5
0.942 
1.042 
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0.875 
0.983 
1.104 
1.208 

2000 
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作
作
作
作
作

品
一
捗

勢

勢等
酬

担

問
申
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軍
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0
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2000 
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2月00
旦8凹

I輔傍作
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êl-60~比被的重勢作
l重勢作
i最重事事作

0.750 
0.875 
0.979 

0
0
0
 

0
0
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a
u
'
L
q
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1
2
2
 

一

i恒 星事、作
61以 ~i ~.時勢作
1比較的重勢作、

る
と
と
が
州
来
る
。
そ
白
た
め
に
は
現
貨
の
山
帯
広
弘
前
を
捉
へ
て
、
之
を
構
成
す
Z
そ
れ

A
¥の
家
族
入
国
に
つ
昔
、
そ
の
J

性
別
・
一

年
斡
別
・
勢
作
別
の
柴
養
比
率
を
算
出

L
、
之
を
合
算
し
て
各
世
帯
の
融
市
養
人
員
を
算
出
せ
H
H

ぽ
在
ら
ぬ
。
と
の
目
的
の
た
め
に
筆

者
は
試
み
に
京
都
瓦

E
貯

る

各

地

域

・

義

手

書

官

主

主

O
世
帯
主
鳴
し
、
そ
の
各
々
に
勺
嘉
養
人
民
を
算
h

mL干
し
〆
之
と
家
族
人
民
士
老
齢
附
ぜ
ん
め
、
突
に
掲
ぐ
呂
第
=
一
表
の
如
昔
結
果
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
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四
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問
問
抑
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問
一
叫
問
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川
町
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一
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一
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一
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一
問
問
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一
間
剛
一
日
間
間
四
畑
町
一
一
棚
田

0
0
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o
o
o
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o
n叫
o
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u
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問。o
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O
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O
凪
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側
一
叫
ん
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四
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師
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醐
剛
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刷
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一
問
問
問
問
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開
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岬
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一
帆
闘
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1
1
1
1
1
1
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A
U
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L
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O
O
L
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1
1
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U
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一
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一
問
問
開
剛
一
剛
一
問
問
蜘
一
四
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一
日
四
四
刷
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一
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醐
刑
制
酬
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抑
制
剛
一
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一
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制
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8
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8
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4
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5
5
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7
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6
5
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9
6
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8
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7
8
7
7
円
四
日
間
開
田
町
田
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a
a
A
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0
0
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0
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0
6
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0
6
0
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0
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9
7
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7
7
7
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開
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1
1
1
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m
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問
問
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閑
閑
醐
捌
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抑
制
剛
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一
朋
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開
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閉
仰
一
出
品
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印
刷
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剛
一
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I
T
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1
1
1
1
1
2
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2
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E
J
2
8
S

柴

.

刷

河

}

員

2
2
2
2
2
2
3
8
3
3
召

8
3
3
3
3
3
8
3
4
4
4
4
4
4
4
4
r
4
1
4
4
4

人

r

、

族家

京都市『調査世帯』に和ける
柴接抗員

-事
様、

成'
P亡
きe
戸け

る

西日

党
員
と

柴
華

人
貝
と、

。〉
聞
係

. 

い
ま
第
=
一
表
位
。
い
て
注
目
す
ぺ
昔
結
果

を
指
摘
す
れ
ぽ
、

七の望f "'"忙平で
人比た過つ'均見目第、
何差-"'-ぎ h 阿fi:
八、は 。十でん人 aぽ t亡
四一、従‘、見六、一、
、後つーれ六事長調
者で、 l片f:rで族ー賓
に家帯、あ人 1仕
草な旅平合る員椴
い入均計が二六て
て白三一、七 O
金と人一九之じの
際司祭三九を入金
と養二人襲、/鱒

b A 五五養・→に
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七と過六員帯円
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柴~下予
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てつる弘、、
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、

一
位
帯
構
成
に
融
け
包
配
給
人
員
と
築
費
人
員
と
申
捌
係
¥
勢
五
十
九
巻

長
幼
さ
ま

L
j川
の
椋
減
員
よ
り
成
る
か
ら
、
そ
の
必
要
燃
養
比
率
は
家
族
人
員
よ
り
も
い
川
少
訟
の
は
儲
然
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
軍

隊
・
寄
宿
舎
の
如
昔
職
域
生
滑
に
あ
っ
て
ほ
、
之
に
つ
い
て
は
ま
だ
調
査
。
機
舎
は
在
い
が
、
恐
ら
〈
謹
白
結
果
を
一
訴
す
一
で
あ
ら
う

正
想
は
れ
る
。
例
へ
ば
か
り
に
青
年
貢
持
働
者
の
み
の
合
病
世
帯
を
想
像
す
る
左
ら
ぽ
)
モ
乙
で
は
柴
養
大
員
は
遥
か
に
世
帯
人
員

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
川
一

を
超
過
す
る
に
相
逮
た
い
。
之
に
反
し
て
家
族
世
帯
で
は
、
柴
養
入
国
は
家
族
人
員
よ
り
も
少
い
と
い
ふ
結
論
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ

は
た
ヱ
ハ

O
世
帯
に
つ
い
て
の
調
夜
で
は
あ
る
が
、
》
し
そ

E
Z主
主

講

義

が

あ

る

か

ら

、

わ

れ

1
2
E一
般
化

し
て
v

払町一
h
h町民一恥
L
U
A
か
法
ル
ム
」
い
ふ
と
と
が
州
来
る
。

第
二
柱
、
家
族
人
民
の
後
群
忙
つ
い
て
見
る
に
、
同
一
の
家
族
人
民
の
聞
に
青
い
て
も
柴
養
人
員
に
は
著
し
茸
相
違
の
あ
る
E
と

が
後
見
さ
れ
る
ρ

例
へ
ば
家
族
人
員
三
人
の
揚
合
に
つ
い
て
、
栄
養
人
員
は
最
少
↓
、
人
九
六
三
よ
り
最
大
二
人
六
五
八
に
及
伊
平
均

二
人
三
光
七
を
示
し
、
家
族
λ
民
間
入
の
群
に
つ
い
て
は
、
柴
養
人
員
最
少
三
人
七

O
O
Z
り
最
大
三
人
丸
一
ニ
O
K及
ん
で
平
均
三

人
一
間
以
聞
を
示
し
て
ゐ
る
。
ね
っ
て
家
族
人
員
と
築
費
人
員
と
の
比
差
は
、
逆
に
三
人
群

K
Fい
て
は
最
大
一
人

O
三
叱
よ
り
0
・

士
一
四
-
一
人
忙
及
ん
で
平
均

0
・
七
。
=
一
λ
を
示
じ
、
阿
人
群
に
つ
い
て
は
最
大
γ
一
・
三
人
よ
り

0
・
0
宅

O
A
に
及
ん
で
平
均

0
・
八
五
、

♂
六
人
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
家
族
人
員
一
人
花
劃
す
る
柴
養
人
員
D
比
事
は
、
保
れ
の
揚
合
に
も
著
し
昔
相
蓮
は
少
ぐ
、
家
族
I
八

、
員
三
人
一
群
D
平
均

0
・
七
六
六
人
、
同
じ
〈
四
人
群
の
平
均

0
・
七
八
六
人
を
示
し
て
ゐ
る
1

是
等
の
一
事
賢
よ
り
見
る
と
司
は
、
た
と
、
，

ひ
ι
r
t
r
L
川
島
L
r臥

w
h
v
Lぃ
ι
ド
ト
骨
骨
恥
浴
九
v
h
r
、
わ
か
L
V
一
野
が
わ
か
勝
中
骨
骨
わ
ゆ
苧
レ
ト
朴
訟
此
v
b
か
己
と
、
従
つ
で
躍
な
る
乳
族
人

員
を
恭
準
と
す
る
食
糧
品
の
配
輸
の
如
曹
は
、
一
何
等
白
ム
日
現
的
根
擦
を
有
叶
ざ
る
も
の
で
あ
る
己
主
を
示
し
て
ゐ
る
o
〆

4

第
一
一
一
に
、
各
群
白
金
樫
と

L
て
の
傾
向
江
注
意
す
る
在
ら
ぽ
、
ま
づ
庄
差
に
訟
け
る
漉
増
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
各
群
陀
長

け
る
比
謹
白
平
均
に
つ
い
で
見
る
に
‘
二
人
群
。

0
・
一
六
八
か
ら
七
人
群
の
一
・
四
三
人
治
主
ぴ
八
人
群
山
町
、
一

7
0阿
九
ま
で
例
外

ゴL
凹

第
六
観

A 

、

p〆



向

、
浦
、
、
、
‘
、

.. 
、
、
、

反
〈
漣
増
し
て
ゐ
る
d

従
っ
て
ま
た
営
然
佐
、
比
率
に
治
け
る
漣
減
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
先
制
お

E
の
鳩
減
傾
向
は
前
の
易
合
白
遁

増
傾
向
に
比
す
れ
ば
桜
め
て
微
弱
で
あ
り
、
か
つ
つ
二
例
外
の
場
合
が
現
ば
れ
て
ゐ
る
。
遡
減
傾
向
田
微
弱
で
あ
る
白
は
、
比
差

と
比
率
の
相
違
よ
り
来
る
営
然
の
結
果
で
あ
り
、
例
外
の
闘
は
れ
る
の
は
、
統
計
事
例
白
大
量
的
た
ら
ざ
る
よ
り
来
る
結
果
と
忠
は

れ
る
。
仰
れ
に
せ
よ
、
か
包
る
事
貨
の
意
味
す
る
所
は
、
家
族
人
員
の
増
加
す
る
に
従
う
て
柴
養
人
員
の
減
少
す
る
傾
向
す
在
は
ち

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
治
、
、
、

4

、
持
、
、
、
、
、
、
ず

家
族
人
員
九
」
業
養
人
員
、
と
の
反
比
例
傾
向
を
、
約
言
せ
ば
障
問
養
入
員
の
反
比
的
法
則
を
認
め
る
↑
こ
と
が
出
来
る
と
い
ぷ
に
あ
る
。

第
四
に
・
個
々
の
世
帯
生
活
に
つ
い
て
興
味
あ
る
プ
一
、
=
一
白
事
債
を
指
摘
す
れ
ば
、
家
族
人
員
と
築
養
人
員
止
の
最
も
接
近
せ

Z

也

、

↓

世
帯
ず
訟
は
ち
比
差
の
最
少
に
じ
て
比
率
の
最
大
佐
る
事
例
は
、
四
人
鮮
の
最
後
D
世
帯
(
比
差
0
・
0
七
C
、
比
唱
。
、
丸
八
二
)
で
あ
つ

で
、
巴
L
で
は
柴
養
人
民
も
家
族
λ
員
と
同
巴
ミ
殆
ん

E
間
人
に
近
い
ロ
之
作
反

L
て
阿
者
白
最
も
隔
絶
せ
る
事
例
は
、
七
人
群
の

最
初
の
世
帯
で
あ
っ
て
、
亡
L
で
ほ
V

栄
養
人
員
は
同
人
入
尚
二

ι娼
空
宇
、
縫
っ
て
比
差
恰
長
山
入
の
ご
P

一
五
七
、
比
惑
は
最
少
の

0
・
六
六
一
一
石
過
宮
泣
い
。

E
@
二
つ
を
隅
根
端
企
し
て
、
そ
れ
件

¥
O位
帯
怯
そ
れ
ん
¥
に
相
違
せ
る
地
位
を
占
め
る
ρ

わ
け
で
あ
ー

る
。
ま
た
他
の
継
端
る
た
事
例
を
指
摘
す
る
左
ら
ぽ
、
例
ヘ
ぽ
白
人
家
族
自
最
後
白
世
帯
と
五
人
家
族
の
最
初
の
世
帯
ー
と
を
比
較
す

れ
ば
、
乙
h

?
は
築
養
A
員
除
却
っ
て
逆
に
、
前
者
に
や
い
て
三
人
九
二
一
。
、
後
者
に
や
い
て
-
一
一
人
五
五

O
を
示
し
、
家
族
人
員
の

多
数
た
る
世
帯
が
却
っ
て
柴
養
人
民
白
少
数
ー
な
る
事
例
を
示
し
て
ゐ
九
十
0

か
と
骨
事
例
は
他
に
も
多
〈
家
族
人
員
の
多
数
註
る
揚
合

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
川
、
、
、
、
、
、
、
、

t
h
、、

に
現
は
Z
L
現
象
で
あ
一
る
。
H

走
等
の
事
実
は
、
家
族
人
員
と
柴
養
人
員
と
の
問
陀
は
、
世
帯
に
よ
っ
て
著
し
き
相
違
7

か
あ
る
己
L
」を

、J
示
し
、
従
っ
て
少
可
も
食
糧
品
配
給
の
合
迎
的
線
球
は
、
家
族
大
員
上
り
も
品
開
養
人
民
に
求
め
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
・
ど
を
明
ら
か
に

~
し
て
ゐ
る
o

要
す
る
に
世
帯
児
島
け
る
栄
養
人
員
。
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ

F
¥
は
穂
h
Fの
示
唆
に
官
む
悪
質
を

後

見

す

る

己

と

が

出

来

る

。

一

世
帯
構
成
に
い
柑
け
る
間
給
人
員
と
柴
養
λ
員
k
m
闘
冊

、
.". 

牌

F
E
十
九
巻

ゴL
五

樺
ノ、

統

ブL
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守多

、
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.、



'‘ 

世t

震
成
P亡

-"-~也

孟孟け
る

酉Z
給
人
員~
と

柴
養
入
貝
と，
の・
も開 4
怖

戦
時
生
活
牛
島
け
る
食
糧
品
の
配
給
氏
、
少
〈
と
も
以
ト
ド
し
「
白
・
如
色
然
養
λ
員
の
構
成
を
根
操
一
と
し
て
、
じ
れ
と
比
例
す
る
型
国
町
、

給
量
の
規
定
せ
も
U
Q
L
己
と
が
一
際
の
要
請
と
し
て
考
へ
ち
れ
る
。
然
る
に
吾
図
で
は
周
知
の
如
〈
主
食
品
に
つ
い
て
は
ず
で
忙
早

く
よ
り
澗

A
消
費
量
を
慕
準
と
す
る
割
常
配
給
を
貸
施
し
、
、
基
準
置
と
し
て
十
一
歳
以
上
六
十
歳
以
下
の
同
月
γ

女
忙
執
し
米
穀
一
月
三

三

οグ
ラ
ム
っ
て
一
一
一
合
)
の
配
給
を
詮
し
、
さ
ら
に
勤
持
D
種
別
そ
の
他
に
上
っ
て
之
陀
増
加
胤
払
帽
を
加
で
別
に
年
齢
別
の
割
営
量

を
規
定
し
て
ゐ
る
。

E
れ
ら
祉
を
倒
的
早
ほ
ピ
統
一
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
地
方
に
士
山
リ
些
沙
の
相
還
を
有
す
る
俳
も
あ
る
。
い
空
昭

和
十
九
年
十
一
月
現
在
の
京
都
市
に
お
け
る
米
穀
割
営
量

米殺害l常蛍(京都市昭和十九年!ーー月現在)

一人→日書l常 基準世に封
主主グラム、(合する比唱
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す
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は
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四
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如
〈
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h一、、ι

二
九
八

世
帯
持
成

ι却
け
る
問
噌
人
員
企
柴
義
人
員
と
の
聞
係

の
で
あ
る
か
ら
、
生
柄
確
保
の
見
地
か
ら
は
、
と
の
倒
人
的
配
給
比
率
を
塞
礎
と

L
て
、
世
榊
に
お
け
る
そ
白
構
成
関
係
法
検
討
せ

ね
ば
た
ち
漁
。
之
を
F

配
給
人
員
の
構
成
関
係
と
し
て
概
念
す
る
と
、
と
が
出
来
る
。
き
き
に
築
養
人
員
の
柑
成
を
見
売
る
揚
合
と
同
一

白
資
料
に
基
d
昔
、
京
都
市
内
六

O
世
帯
に
烏
付
る
配
給
人
員
を
ぞ
の
家
族
人
員
企
劃
照
せ
し
め
て
第
五
表
の
如
昔
結
果
を
得
る
。

い
ま
第
五
表
に
よ
っ
て
褒
見
さ
る
t
i

二
、
三
の
注
意
ナ
ペ
昔
事
貨
を
指
摘
す
れ
ば
、

第
五
十
丸
容

J

停
六
腕

第
一
に
、
調
査
附
帯
益
膿
陀
つ
い
て
見
る
に
、
家
族
人
員
二
七
七
人
民
針
し
配
給
人
民
は
二
間
三
人
の
七
四
陀
過
ぎ
歩
、
一
世
帯

平
均
の
家
族
人
具
四
人
六
六
に
射
し
配
給
人
民
は
阿

A
O
五
一
に
過
ぎ
た
い
『
従
っ
て
家
族
人
員
陀
針
す
る
配
給
人
員
D
比
差
は
、

益
醐
聞
に
て
三
三
人
丸
一
一
六
、
一
世
帯
平
均

0
・六

O
丸
を
示

L
て
、
一
一
世
帯
に
つ
聾
平
均
点
十
人
以
王
の
差
が
あ
る
。
ま
た
家
族
人
員

一
人
民
封
す
る
配
給
人
民
白
比
率
は
、
平
均
の
一
・
八
七
八
に
過
ぎ
泣
い
。
己
れ
色
町
一
事
貨
は
さ
苦
に
柴
養
人
口
同
陀
闘
し
て
遁
ペ
た
る

え
」
同
じ
意
味
に
長
け
る
世
帯
生
活
の
特
質
を
示
す
-
も
の
で
あ
っ
て
当
附
帯
車
位
の
配
給
を
行
ム
場
合
に
は
、

E
A
陀
現
は
る
h
限
り

で
は
、
一
世
帯
約
四
人
企
宥
倣
し
て
差
支
た
〈
戸
一
人
約
0
・
八
七
と
宥
倣
し
う
る
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
ロ
帥
ち
と
i
h

で
も
主
た
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

，

と
れ
は
一
般
的
に
配
給
人
員
は
家
族
人
員
よ
り
も
少
い
と
言
ふ
E
と
即
ち
配
給
人
員
不
足
の
法
別
と
も
言
ふ
，
へ
昔
も
の
が
行
ほ
れ
て

t
A
4
‘

傘

、

/

ゐ
る
と
一
百
ふ
と
と
が
出
来
る
J

併
し
丞
陪
普
通
の
世
帯
生
析
に
つ
い
て
言
ひ
う
る
と
と
で
あ
っ
て
、
さ
普
に
も
指
摘
す
る
が
如
〈
軍

一争

除
・
寄
街
合
の
如
垂
職
域
生
滑
に
あ
っ
て
は
、
恐
広
ぐ
と
れ
と
反
叫
到
の
結
果
を
渡
見
し
う
る
で
あ
ら
う
。

、
第
一
一
に
唱
家
族
人
員
の
各
群
に
つ
い
て
見
る
時
は
、
同
一
の
家
族
人
員
の
揚
合
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
配
給
人
民
に
は
著
し
き
相
違

司.

。
存
ず
る
己
と
が
後
見
さ
れ
る
。
例
へ
ば
家
族
人
員
三
人
の
詳
に
つ
い
て
見
る
に
、
最
少
二
人
三
六
悶
よ
り
最
大
一
ニ
入
一
七

O
比
及

ん
で
平
均
一
一
人
λ
=
一
七
を
示
し
、
伺
じ
〈
阿
人
群
に
弘
い
で
見
る
に
1

最
少
二
人
八
五
五
土
り
最
半
八
四
九
↓
一
一
近
二
忙
及
び
平
均
三
人

従
っ
て
家
族
入
国
ξ
配
給
人
員
と
の
比
晶
君
は
、
逝
陀
前
者
に
沿
い
て
最
大

0
・
六
つ
一
六
上
り
最
少
下
イ
ナ

五
コ
一
七
を
示

ιて
ゐ
る
。

~ 

F 

-
¥ 
、，



ス
0
・
一
七

O
人
に
及
び
で
平
均

0
・
一
二
六
三
を
一
不
し
、
一
後
者
に
お
J

い
T
一
最
大
一
人
一
四
五
よ
り
段
少
マ
イ
ナ
ス

0
・
一
一
一
一
一
五
二
位
及
ん

で
平
均
0
・
四
六
一
ニ
を
示
し
て
ゐ
る
。
ま
た
出
家
族
よ
員
一
人
に
劃
す
る
配
給
人
員
の
比
率
品
同
様
忙
著
し
昔
相
濯
を
示
し
、
三
人
群

忙
於
て
最
少

0
・
七
五
五
上
町
最
大
一
・

O
五
E

一
に
及
ん
で
平
均
0
・
入
、
七
九
、
四
人
群
に
沿
い
て
最
少

O
七
O
九
よ
り
最
大
了

O
八

八
に
及
び
平
均
0
・λ
八
四
を
示
し
て
ゐ
る
。
ヒ
れ
ら
白
事
資
よ
り
見
る
時
は
、
各
世
帯
の
家
族
人
員
と
配
給
λ
員
と
の
聞
に
は
著

し
昔
相
遣
が
あ
か
己
と
を
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。

第
一
一
一
に
、
各
群
に
つ
い
て
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
ゴ
二
の
例
外
を
除
貯
ぽ
、
微
弱
で
は
あ
る
が
こ
ー
で
も
比
差
ー
の
遁
ゆ
僻
h
w

が
静
か
か
れ
る
。
空

Jτ
ま
た
比
率
の
狸
減
傾
向
を
静
め
う
る
わ
け
で
一
ほ
あ
る
が
、
と
L
で
ほ
殆
ん
ど
さ
乞
認
め
る
己
と
は
山
刊
来
古

い
。
即
ち
家
族
人
員
の
増
加
す
る
に
従
ひ
配
給
人
民
の
減
少
す
る
反
比
例
傾
向
は
、

E

L
で
は
さ
き
の
柴
養
人
民
の
岨
朝
合
、
の
如
〈
陀

願
著
で
は
な
い
。

E

O
現
由
は
後
比
五
っ
て
筑
明
ヨ
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
四
に
、
個
別
的
に
各
世
帯
の
配
給
人
員
に
つ
い
で
翻
察
す
る
冒
と
苦
は
、
第
一
に
，
さ
き
白
柴
義
人
員
の
揚
合
に
比
し
著
し
〈
相

違
ナ
る
特
色
と

L
て
Y

配
給
人
員
の
家
族
干
人
民
土
り
も
よ
り
犬
在
る
世
帯
す
抵
は
ち
比
差
は
マ
イ
ナ
ス
と
在
り
比
率
は
つ
以
上
と
た

る
世
帯
の
比
較
的
に
多
ぐ
鷲
見
さ
る
L
黙
を
役
占
意
r

せ
ね
ば
な
色
白
。
そ
の
最
犬
の
事
例
は
五
人
群
む
第
十
二
伎
に
あ
り
、
己
L
で
は

家
族
人
員
五
人
に
劃
し
で
配
給
人
員
は
五
人
五
一

O
を
一
不
し
、
従
っ
て
比
差
は
マ
イ
ナ
ス

0
・
E
一
O
、
比
率
は
一
-
一
一

O
二
を
示
し

て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
雪
事
例
は
柴
義
人
員
に
閲
し
て
は
会
〈
後
見
し
え
ざ
り
し
所
で
あ
る
。
己
れ
が
帥
ち
家
肱
人
員
と
配
給
人
民
と

の
最
も
接
近
せ
る
事
例
す
た
は
ち
比
差
の
最
少
に
し
て
比
率
の
最
犬
詮
易
相
調
合
で
あ
る
白
反
封
民
珂
者
白
最
も
隔
絶
せ
る
事
例
は
阿

人
群
の
第
三
位
に
あ
り
、
比
差
は
最
大
/
忙
近
〈
了
一
六
=
寸
比
率
は
最
小
の

0
・七

O
九
を
一
不
じ
て
ゐ
る
。
他
の
す
べ
之
の
世
帯
は

何
れ
も
こ

D4雨
極
端
の
中
間
に
そ
れ
件
¥
国
間
な
る
位
置
を
日
同
一
め
て
ゐ
る
。
ま
た
他
。
極
端
な
る
事
例
を
求
む
れ
ほ
、
例
へ
ば
=
↓
入
群
一
一

世
帯
構
成
に
お
け
る
配
給
人
民
h
柴
義
人
員
と
O

闘

停

一

一

一

一

也、

第
五
十
九
魯

，〆ノ

ノ
ニ
九
九

第
六
腕

〆

・.



時烹

， 

世
静
構
成
に
白
け
6
配
給
人
民
主
柴
義
人
貝
と
り
闘
保

a

第
五
十
↑
九
容
一
『
T
U
ρ

第
六
塊
↓
問
'

白
最
後
と
回
目
人
群
の
最
初
ま
た
は
四
人
群
の
最
後
k
E人
群
の
一
最
初
に
願
著
な
ろ
如
〈
川
家
族
人
民
の
よ
hr
大
た
る
世
帯
が
知
っ
て

酷
給
人
員
の
ド
ド
小
在
る
勘
合
の
如
普
も
多
〈
後
見
さ
る
i
A

事
例
で
あ
一
る
。
と
れ
ら
の
事
貨
に
よ
っ
て
明
ら
か
左
る
と
ま
は
、
辛
苦

/

‘

一

に
も
指
摘
し
た
る
が
如
〈
、
町
袷
A
員
と
家
族
大
国
と
の
同
忙
は
編
著
友
石
相
逮
自
存
す
る
己
と
で
あ
り
、
己
の
相
建
が
果
し
て
合

理
的
根
城
主
有
す
る
か
否
か
は
)
苫
ち
陀
進
ん
で
検
討
を
嬰
す
る
問
題
で
あ
る
。

由

四

¥
以
土
に
島
い
て
わ
れ
ー
へ
は
世
一
一
帯
僻
成
に
あ
け
る
h

家
族
人
民
主
触
培
養
大
員
ー
と
の
闘
係
た
ら
び
に
附
給
人
員
、
と
の
閥
係
を
そ
れ

A
l

個
別
的
に
検
討
じ
た
る
が
、
進
ん
で
E
の
研
究
b
目
標
党
る
崎
県
養
人
員
、
と
配
給
人
員
と
の
構
成
的
闘
係
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
由
。

そ
の
た
め
に
は
先
き
の
第
三
表
に
長
け
る
柴
養
人
員
と
1

第
五
実
に
晶
け
る
配
給
λ
員
と
を
封
服
せ
し
め
河
各
世
械
に
-K
日
り
る
各

、
を
の
比
差
台
上
ぴ
比
率
を
算
出
し
て
次
の
第
六
表
を
作
成
せ
ね
ば
友
ち
由
。
蓋
L
世
帯
生
活
を
車
位
と
す
る
食
糧
配
給
t
h
け
る
合

〆9

理
的
根
協
は
、

一
熔
そ
の
配
給
比
率
を
し
て
柴
養
比
率
に
合
致
せ
し
め
、
従
つ
℃
配
給
人
員
を
し
て
柴
養
人
員
に
合
致
せ
し
む
る
献

に
求
め
う
る
主
考
へ

ιれ
る
か
ら
で
あ
宕
ゆ
さ
昔
に
ふ
漣
ぷ
る
一
が
如
〈
、

E
4
A
花
一
-
掛
け
る

b
れ
/
¥
の
問
題
は
、
ど
と
士
で
も
比
率

一

、

，

白
関
係
に
あ
る
0
2

概
準
的
な
る
必
要
柴
養
設
が
一
一
、
問

O
O
カ
ロ
リ
ー
で
お
る
か
、
、
一
，
一
二

O
O
カ
ロ
り
ー
で
あ
る
か
、
ま
た
は
最
低

柴
養
量
が
一
、
七

0
0
カ
ロ
リ
ー
か
、
一
、
五

O
O
カ
ロ
リ
ー
か
は
栄
養
患
者
の
研
究
に
伎
有
す
ペ
昔
で
品
り
、
ま
た
楳
準
的
な
る
主

食
品
。
現
資
配
給
量
が
幾
何
カ
ロ
リ
ー
を
有
す
み
か
も
柴
養
躍
上
の
問
題
で
あ
る

a
-
mれ

fふ
?
で
の
問
題
は
食
糧
配
給
で

b

p

り
、
然
る
限
り
問
題
の
重
賄
は
、
奨
養
L
X
酌
と
配
給
h
k
t
r
と
の
閥
係
陀
あ
る
己
止
は
、
特
に
誤
解
を
滋
ぐ
る
た
め
に
明
ら
か
に
し
て

告
〈
必
要
が
あ
る
ロ

昭夢

い
圭
第
六
表
民
主
っ
て
明
ら
か
忙
志
れ
る
草
川
卦
在
ゐ
諸
賠
を
指
摘
す
れ
ぽ
、

曳

、R. 
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過 家
ぎ族
左 L明

竹士世・
3可護
cl)辰
芳さ に

養 S哲
人け
B〆る

正露
天金
三&
二:柴
孟零
2主 A

句員
Q と
せfで'"
:litiJ 闘
し係
て

係
丘
十
九
番

一一一
O
ニ

官官

六
腕

食

詰
ー給
は
阿

O 
混

入

分
づ

配
給
さ
れ
つ
L 

あ
るー
と六
回

k 
~ 

第
二
に
、
家
族
人
員
を
同
じ
う
す
る
群
内
に
訟
い
て
も
ぜ
鈴
奇
心
見
町
hι
恥
同
払
粧
し

r
骨ぃ
r
p
朴
世
ル
ル
札
r
b
hら
か
苧
レ
ハ
い
必
か
。
例

へ
ぽ
同
じ
三
た
群
に
hu
い
て
も
、
用
者
の
比
差
は
日
曜
少
マ
イ
デ
ス

0
・
0
一
一
一
一
一
上
り
最
大
0
・
五
七

O
忙
及
び
、
同
じ
〈
阿

A
群
に
沿

い
て
は
、
最
少
マ
イ
ナ
示
。
・

0
三
O
Z
り
長
大

0
・
八
三
六
に
及
ん
引
に
ゐ
る
。
従
っ
て
問
者
の
比
率
H
円
前
者
k

b
い
て
最
少

O
ト九

八
七
よ
り
最
大
了
二
三
六
民
及
ぴ
、
後
者
に
沿
い
て
最
少

0
・
九
本
八
上
り
最
大
了
二
四
五
忙
及
ん
で
ゐ
る
。
か
〈
の
如
〈
一
般

的
た
る
配
給
人
民
の
超
過
傾
向
州
、
ま
た
家
犠
人
員
の
同
時
な
る
に
従
っ
て
そ
れ
許
ー
に
相
違
す
る
と
と
を
知
い
り
お
ノ
る
。

唱
‘
、
、
、
、
、
‘
、
、
、

l

第
三
に
、
さ
ら
に
重
要
注
る
」
事
』
貨
は
配
給
人
民
超
過
の
遡
増
傾
向
に
あ
る
。
邸
中
り
柴
義
人
員
企
家
族
人
民
と
の
比
差
に
つ
い
て
各

群
平
均
白
一
般
的
傾
向

E
見
る
に
、
最
初
の

0
・
一
体
八
四
よ
り
最
後
白
一
-
六
二
一
ま
で
、
例
外
な
f
遡
増
傾
向
を
示
し
?
て
ゐ
一
石
J
同い

様
に
士
た
柴
養
λ
A
K
叫
到
す
る
配
給
人
員
の
比
率
も
、
唯
一
の
例
外
を
除
い
ず
一
微
弱
な
ふ
遁
増
傾
向
を
示

L
て
ゐ
る
。
ヒ
の
事
貨
は
q
q

、
、
、
、
、
、
、
、
、
車
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

卸
ち
家
族
人
員
を
加
ふ
呂
に
従
っ
て
配
給
比
率
の
有
利
と
た
る
傾
向
を
一
部
す
も
の
と
七
て
注
意
に
値
す
る
事
資
で
あ
る
。

第
問
忙
、
個
々
の
世
帯
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
己
と
段
、
第
一
一
陀
、
大
多
数
の
世
帯
に
沿
い
て
は
、
配
給
人
員
は
柴
養
人
員
を
超

過
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
例
外
的
に
は
坤
っ
て
柴
養
人
員
白
超
泌
す
る
揚
合
す
な
は
ち
比
差
の
マ
イ
十
ス
と
な
る
事
例
も
一
一
、
=
一
環
見

さ
れ
る
。
己
の
揚
合
の
み
叫
ん
率
は
一
以
下
と
た
川
崎
が
、
、
そ
白
他
の
大
部
分
は
wM然
忙
比
粛
は
何
れ
も
一
以
上
を
示
し
句
ゐ
る
。
第
二

忙
ァ
併
し
友
が
ら
配
給
人
民
の
超
過
額
度
は
各
世
帯
に
よ
っ
て
著
し
〈
奥
り
、
比
差
に
岳
山
中
て

0
・
0
八
五
よ
り
了
六
一
九
ま
で
、

一
比
率
に
沿
い
て
て

O
四
三

z
b
了
ニ
三
一
三
ま
で
の
阿
世
」
を
一
示
じ
て
ゐ
る
o
h
第
三
比
、
柴
養
人
民
回
大
た
る
に
拘
ら
ボ
~
配
給
人
員

日

会

白
却
っ
て
小
左
呂
事
例
出
師
憎
め
て
多
い
。
告
よ
そ
是
等
の
事
貨
に
止
り
て
明
ら
か
忙
さ
れ
る
と
と
は
、
現
賞
一
心
配
給
比
率
が
・
必
L

干
し
一

ゐ

(

♂

月

5
3
1
J
1

三な
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も
必
要
注
る
柴
養
比
率
陀
'
凶
脳
陣
せ
歩
、
世
帯
民
、
よ
り
ど
或
は
有
初
に
或
は

不
利
に
配
給
せ
ら
れ
、
そ
己
忙
多
少
の
肉
入
の
兎
る
べ
か
ら
ざ
る
事
資
自

存
す
る
℃
と
で
あ
る
か

柴
養
人
員
と
配
給
人
員
と
白
闘
係
を
更
に
明
瞭
左
ら
し
む
る
方
法
と
し

て
、
第
一
附
表
を
作
成
し
て
次
に
掲
げ
る
。
と
の
闘
表
に
沿
い
て
若
じ
も

雨
者
が
完
益
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
す
ペ
・
て
の
鮪
は

O
P斜
線
上
位
落
ち

る
舎
で
あ
る
が
、
附
表
上
に
見
る
が
如
〈
、
す
べ
て
の
世
帯
が
例
外
注
〈

餌
線
よ
り
も
上
部
担
位
置
せ
る
と
と
は
、
柴
養
人
員
上
旬
リ
も
配
給
人
員
の

よ
ト
大
在
る
己
と
削
ち
配
給
超
過
の
事
貨
を
示
す
も
の
陀
外
な
ら
血
。
宜
、

た
家
族
人
員
群
の
平
均
鮪
を
結
ぶ
注
ら
ぽ

Y
闘
表
上
忙
明
ら
か
な
る
如

〈
、
官
叫
第
に

O
F
烈
線
上
り
濯
ぎ
か
石
曲
線
を
得
ら
れ
る
が
、
と
れ
は
卸
，

ち
配
給
超
過
の
逓
増
傾
向
を
現
は
ず
曲
線
に
外
在
ら
ぬ
c

、

以
上
白
諸
事
貨
の
う
ち
特
に
興
味
必
る
も
の
と
し
℃
指
摘
し
ろ
る
己
主
は
、
柴
養
入
員
に
針
ず
る
配
給
-K貝
の
超
過
傾
向
な
ら
び
~

ν
 

b

h

比
特
に
そ
白
週
増
傾
向
で
あ
る
o
-
ζ

ム
に
ゐ
け
る
理
論
上
の
伺
師
団
と
し
‘
で
は
、
何
故
陀
か
〈
白
如
昔
配
給
人
民
の
超
過
傾
両
が
現
は

F

れ
る
か
、
ま
た
特
に
一
そ
の
遁
増
傾
向
は
何
故
に
現
は
れ
石
か
の
賠
忙
あ
担
、
ま
た
政
策
土
D
問
題
と
じ
て
段
、

-m〈
の
如
き
超
過
傾

戸

¥

5

向
ま
た
は
沼
増
傾
向
は
、
生
活
確
保
の
見
地
よ
り
見
て
、
'
果
し
て
是
認
さ
る
J

べ
昔
も
の
か

E
5か
白
鞘
に
め
る
。

世

帯

構

成

に

和

け

る

恥

給

人

員

と

柴

護

A

員

と

の

一

関

惨

第

五

十

丸

巻

-

第

六

銑

五

、
町t

~'O 

d 七

~ーや

〉、



‘ 

3マ

.. 

世
帯
構
成
に
和
け
る
配
給
人
買
を
柴
護
人
員
と
の
闘
停

第
王
十
九
品
世

コ
O 
p~ ， 

策
六
腕

偽-

"-

-

士
づ
第
一
に
、
柴
養
人
員
に
封
ず
る
配
給
人
員
の
超
越
傾
向
は
何
故
か
、
と
の
根
擦
を
検
掠
す
る
た
め
に
は
J
世
帯
生
活
を
構
吠

¥
す
H
O
各
員
D
個
人
的
比
率
に
士
マ
遡
り
、
そ
の
柴
者
比
率
と
配
給
比
率
v
と
を
封
比
吐
し
め
払
ぽ
社
ら
向
。
さ
白
目
的
ゆ
た
め
に
、
昌

一
雪
山
叫
第
一
去
に
治
げ
る
柴
養
比
率
三
第
悶
表
に
お
け
る
配
給
比
率
と
を
針
閉
山
せ
じ
政
て
次
一
の
第
七
去
を
作
成
才
る
と
昔
は
、
そ
と

ι

轟
事

時
円

m雌
四
一
蹴
町
山
則
一
則
一
訓
間
一
町
一
抑
制
訓
即
日
一
刷
師
団
側
剛
一
川
附
…
町
一

m
m加
問
一
山
町
一
別
組
問
泊
四
…
山
町
一
一
川
…
諒
一

m
m
m
m根
強
山
町
一

比
内
1
0
o
o
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
0
0
1
1
υ
1

刊

1
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
X
1
1
1
1
1
1
1
1
1
]

差
拙
剛
一
印
刷
間
一
諸
問
畑
一
幽
…
諮
問
削
四
四

m
m拙
畑
一
川
崎
山
組
問
川

m四
川

m
m
m問
問
叫
抑
制
山
一
蜘
一
部
…
…
仙
一
山
間
捌
則
一
日
山

2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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男

興
味
砂
る
事
貨
を
我
見
ず
る
己
士
が
出
来
る
。

い
ま
第
七
表
に
す
い
て
ま
づ
第
一
に
、
性
別
の
帥
培
養
比
率
と
配
給
比
寧
の
闘
係
を
丸
る
に
、
柴
養
比
率
陀
お
い
て
は
ゐ
同
じ
年
齢

と
い
べ

εも
性
別
忙
よ
っ
て
著
L
〈
相
違
し
、
F

一
般
K
女
子
は
男
子
陀
比
し
必
要
柴
養
金
は
小
で
あ
る
。
削
ち
乳
児
期
主
り
湖
宜
歳

'干

主

子



、

ま
で
は
男
女
同
率
で
あ
る
一
が
、
六
歳
以
主
白
衣
子
は
常
に
低
率
T
あ
っ
て
、
一
一
一
十
一
歳
以
上
五
十
歳
以
下
の
基
準
長
院
告
い
て
は
、

女
子
は
男
子
の
約
八
割
合
・
七
主
一
)
陀
過
ぎ
た
い
。
然
る
に
之
に
野
す
る
配
給
比
率
は
男
女
金
ぐ
平
等
で
あ
っ
て
、
性
的
匝
別
を
試
一

け
て
ぬ
た
い
。
従
つ

τ
一
般
陀
女
王
陀
一
射
し
て
は
著
じ
イ
配
給
趨
位
の
現
象
が
認
あ
ら
か
る
。

E
i
k
E
先
に
指
摘
せ
る
世
帯
生
活
に

告
け
る
配
給
超
過
の
現
は
み
L
第
一
の
根
抽
閣
を
求
め
る
亡
と
が
出
来
る
。
査
し
多
〈
の
世
帯
生
品
川
医
長
い
て
は
、
老
若
い
づ
れ
か
白

女
性
を
伺
合
ず
る
を
常
と
し
、
さ
昔
に
調
査
せ
る
京
蔀
市
六

O
世
帯
に
沿
い
て
も
、
例
外
伝
正
多
少
の
女
性
を
包
含
し
て
み
る
か
ら

で
あ
る
b

，t 

ー雌'‘

第
二
に
、
年
体
別
の
栄
養
比
潜
と
配
給
比
率
の
関
係
を
見
る
に
、
柴
養
比
率
ほ
犬
般
に

h
C、
て
午
齢
と
共
に
濯
哨
し
、
と
と
に
冴

子
十
六
域
以
ど
一
一
一
十
歳
ま
で
は
基
準
量
宅
ト
ム
の
柴
餐
を
必
要
と
し
、

4
4
十
一
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
は
基
準
量
、
五
十
↑
歳
以
上
は
却

ず
っ
て
調
減
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
と
の
関
係
は
犬
憾
に
沿
い
て
男
女
社
様
で
あ
る
が
、
た
げ
川
女
子
。
揚
合
に
は
す
で
陀
十
一
一
戯
以

k

忙
お
い
て
女
子
基
準
量
を
超
越
す
る
賠
を
異
に
ず
る
。
然
る
に
之
忙
制
す
る
年
齢
肌
の
配
給
比
率
に
つ
い
て
見
る
に
、
最
も
繍
著
な

る
事
貫
は
、
J

十
歳
以
上
干
九
歳
陀
至
5F青
少
年
期
児
島
け
る
配
給
比
率
の
超
組
で
あ
る
。
即
ち
と
J
i
h

で
は
必
要
と
す
る
柴
養
註
は
基

準
且
一
旦
陀
建
せ
ざ
る
か
ま
た
は
低
か
に
超
過
す
る
に
過
ぎ
社
い
忙
針
1
u
、
配
給
量
は
洛
か

r基
準
量
を
同
町
越
す
る
か
ら
で
あ
島
。
官
民

k
.

己
の
時
期
し
に
先
だ
っ
五
歳
以
上
九
歳
主
主
期
間
も
ま
た
、

h
L
T低
度
で
は
あ
る
が
配
給
比
率
の
謹
唱
を
示
し
て
ゐ
る
ヘ
し
か
し

τ

己
れ
は
後
忙
い
た
つ
で
質
施
一
ま
れ
持
品
青
少
年
特
配
忙
負
ふ
も
の
で
砂
る
。
然
る
に
E
れ
咋
先
だ
っ
四
歳
以
下
三
段
ま
で
は
、
幼
児
、

特
配
の
行
は
る
a
k

に
拘
ら
」
ペ
一
一
十
歳
以
上
三
十
歳
に
去
る
期
間
と
共
民
、
却
っ
て
配
給
比
率
の
不
足
を
示

L
.
比
差
は
7

イ
丸
一
来
、

比
率
性
一
以
下
で
あ
る
。
特
に
四
蔵
以
不
一
一
歳
比
五
る
配
給
不
足
は
注
意
主
要
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
↓
協
に
配
給
比
率
超
過
の
著

し
き
女
子
に
恥
い
て
き
ヘ
ー
一
写
の
期
間
だ
け
は
配
給
比
率
不
廷
を
示

L
て
ゐ
る
、
五
十
一
歳
以
上
五
十
九
歳
ま
で
は
、
必
要
柴
養
輩
、

¥

、

、

一
世
帯
構
内
閣
に
お
け
る
関
紛
人
員
と
柴
義
λ
一
貴
」
の
聞
係

傍
五
十
九
巻

=一O
五
、

第
ノ、

競

ブE

f
-

一

信

一一ユプム一

L

l

l

町

I
!

も・4
d 、

， 
， -

d 

〆
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初

マ

〆

伊

世
帯
構
成
に
お
け
る
配
給
、
人
具
と
笠
間
人
員
「
町
一
闘
再
，
第
五
十
九
径

の
低
下
寸
る
忙
拘
ら
争
、
配
給
量
出
様
準
量
忙
等
し
い
た
め
位
、
低
皮
白
配
給
比
寧
の
超
過
と
な
担
、
時
十
歳
。
男
子
は
柴
養
霊
の
一
一

同
率
な
る
に
拘
ら
歩
、
配
給
量
の
低
下
の
一
た
め
に
却
っ
て
配
給
比
率
不
足
と
な
り
ち
六
十
一
歳
以
壬
は
必
要
柴
養
量
白
低
下
の
た
め

に
、
障
給
量
の
低
下
に
掬
ら
で
低
度
白
配
給
比
密
超
過
を
示
じ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
例
外
的
訟
を
て
=
一
白
配
給
比
率
不
足
lD
事

例
を
別
に
し
て
、
そ
の
大
部
分
は
棋
準
比
傘
ま
た
は
そ
れ
以
土
の
配
給
比
率
す
な
は
ち
配
給
比
率
超
過
を
一
部
し
、
特
に
青
少
年
期
の

願
著
去
る
配
給
比
盛
超
過
は
注
意
陀
値
ず
る
事
貨
で
あ
る
。
さ
曾
に
指
摘
せ
る
世
帯
生
活
比
hw
け
る
配
給
比
率
超
過
の
第
二
の
根
様

、
は
J
か
h

る
年
齢
別
の
趨
禍
虻
求
め
う
る
も
の
で
島
ら
う
。
書
皿

L何
れ
D
世
帯
生
活
と
い
へ
左
も
棋
準
的
危
る
成
人
の
み
比
よ
っ
て

一
構
成
せ
ら
る
主
の
は
事
る
例
外
で
あ
っ
て
。
そ
の
一
大
部
分
は
種
々
四
年
齢
居
よ
り
構
成
せ
ち
れ
、
特
治
幼
年
ま
た
は
青
少
F

年
清
を
多
戸

数
忙
包
含
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
一
而
L
て
E
の
事
貨
が
同
時
忙
ま
た
、
先
に
指
摘
せ
る
配
給
比
率
超
過
の
抽
地
帯
傾
向
を
説
明
す
る

¥
も
の
と
一
言
へ
る
。
査
し
一
般
の
世
帯
生
活
に
あ
っ
て
は
、
家
旅
員
数
の
増
加
サ
る
に
従
っ
て
、
青
少
年
子
女
の
比
率
を
増
加
す
る
管

で
島
る
か
ら
、
そ
と
か
ら
配
給
比
率
超
過
の
逓
増
傾
向
を
結
果
ず
る
己
主
L
在
ら
ざ
喝
を
符
な
い
か
ち
で
あ
る
。

法
第
三
に
、
町
々
の
捗
合
に
つ
い
て
興
味
あ
る
一
、
二
の
事
貨
を
指
摘
す
れ
ば
、
一
筑
児
期
を
除
昔
全
慌
を
祖
じ
て
配
給
比
務
超
過
白
、

最
大
準
は
、
安
r

ナ
十
4

戒
の
揚
A
口
で
あ
っ
て
、
比
率
了
六
、
一
四
を
示
し
、
之
に
次
い
で
は
男
子
十
歳
の
了
間
九
九
で
る
る
。
査
L
配
v

粉
に
閲
す
る
現
貨
の
問
閣
と
し
て
、
柴
華
北
寧
比
合
致
す
る
配
給
比
率
を
年
齢
別
比
趨
用
す
る
と
と
は
資
地
上
の
困
難
を
売
れ
泣
い

一
た
め
年
、
現
一
民
行
は
る
hA
如
く
年
齢
群
比
止
っ
て
配
給
量
五
規
定
す
る
E
h
i
A
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
と
白
年
齢
群
。
境
界
に
お

い
て
多
数
白
出
入
を
生
ヂ
る
E
と
L
な
る
。
右
の
十
歳
は
恰
か
も
基
準
量
向
給
の
開
始
せ
ら
る
ピ
年
齢
で
あ
り
、
而
か
も
青
少
年
特

町
一
の
倫
ほ
継
絞
せ
ら
れ
つ
t
a

あ
る
年
齢
陣
営
る
か
ち
で
あ
る
。
次
に
皮
剥
の
極
端
を
一
不
ず
所
の
配
給
不
足
白
最
大
車
し
は
男
女
二
歳
白

場
合
で
あ
っ
~
て
、
比
差
怯
マ
吋
'
ナ
ス
。
ト
一
一
一
一
六
、
比
惑
は

0
・
七
}
一
八
を
示
し
て
ゐ
る
。

E
れ
は
必
要
柴
養
茸
の
増
加
佐
拘
ち
ゃ
、
J

配
給
宜
は
筑
児
ま
た
は
一
歳
児
と
同
量
で
ち
り
、
決
兇
特
配
白
未
完
開
始
せ
ら
れ
ぎ
る
限
界
年
齢
匠
悦
る
か
ち
で
あ
る
。
己
れ
ら
の

一O
六

第
ノ、

銃

→ 
O 

F 目

/ 

e妄昆弘
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事
貨
は
政
策
的

ι考
慮
を
要
す
る
問
題
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
へ
る
。

い
ま
年
齢
別
に
よ
る
個
人
的
注
ち
柴
養
比
率
と
配
給
比
率
と
の
閥
係
軒
更
に
明
瞭
た
ら
し
む
る
た
め
に
、
共
の
第
二
闘
表
を
作
成
ム

し
で
掲
ぐ
る
と
と
t
A

唱
し
た
。
之
に
上
司
て
先
づ
刷
出
干
花
、
つ
昔
見
る
忙
三
f

一
一
歳
よ
り
五
十
歳
に
至
る
期
聞
は
、
配
給
比
率
も
柴
養
比
率
も
と
も
に
楳

・1
1

t

a

準
量
た
る
が
故
に
常
然
に
合
致
す
る
が
、
そ
の
他
白
期
同
は
必
・
干
し
も
合

¥

致

せ

宍

会

関

と

し

て

ほ

配

給

比

車

を

現

は

ず

紋

は

上

位

に

あ

っ

℃

個

人

翠

i

;

刷

的

な

る

配

給

比

率

超

過

の

事

貨

を

現

は

し

て

ゐ

る

。

そ

り

最

も

顕

著

左

昌

一

配

は
、
十
歳
友
い
し
十
九
歳
b
期
間
で
あ
っ
て
、
五
抜
一
夜
い

L
九
歳
白
期
間

一
治
ど
ぴ
五
十
二
股
-
泣
い
し
六
十
一
歳
以
上
の
期
間
一
も
配
給
比
率
の
超
過
を

示
す
が
、
反
割
忙
三
歳
在
い
し
四
歳
の
幼
児
期
北
村
土
ぴ
二
十
歳
た
い
じ
三

¥
 

'
十
歳
の
朔
聞
を
ち
び
に
六
+
裁
は
却
つ
で
配
給
比
率
の
不
足
を
示
し
て
ゐ

d' 

る
。
然
る
に
女
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
柴
養
比
率
の
低
位
校
高
が
た
め
に
、

4

t

、

二
歳
訟
い
し
五
歳
白
幼
児
期
を
除
い
て
は
、
す
刊
で
瀬
署
一
訟
る
配
給
比
率

の
砲
泌
を
示

L
T
ゐ
る
。

E
K
に
前
述
の
各
世
椴

E4け
る
配
一
角
比
率
鵡

過
の
霊
剛
山
た
る
一
つ
の
根
擁
ず
溌
見

L
う
る
恥
行
で
あ
る
。
戸
司

穴

官事

'

圃
表

耳守一

y 

一~.

:lF 

配
給
趨
過
の
根
岨
慨
を
検
察
す
る
た
め
に
ぽ
、
さ
ら
に
一
准
ん
で
勤
持
別
白
楽
養
比
率
在
配
給
比
率
の
闘
係
を
検
討
せ
ね
ば
怒
ら
由
。

J

e

t
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1
1
1

司

一

、
p
h

一

4 -骨

世
帯
構
成
v
h
b
抑
留
る
配
給
人
員
ξ

築
費
人
員
と
白
閥
係

v

第
五
十
丸
谷
一
ュ
。
凡
一
一
一
『
一

茸
し
さ
昔
の
第
一
一
表
貯
明
示
さ
る
L
如
〈
司
勤
労
に
ゐ
げ
る
勢
作
ー
の
戦
重
に
上
っ
て
必
要
と
す
芯
柴
養
量
陀
は
モ
れ
よ
¥
の
相
違
が

あ
り
、
他
方
花
主
食
品
の
配
給
量
も
ま
た
、
さ
垂
の
第
四
表
に
一
所
在
る
L
如
ぐ
、
性
別
(
勤
持
別
に
そ
れ

A
l差
等
あ
ち
配
給
が
行

ほ
れ
つ
主
あ
る
か
ら
、
と
の
雨
者
を
釣
比
せ
し
む
る
時
は
、
果
し
て
如
何
た
る
関
係
を
焚
見
し
う
る
で
あ
ら
う
か
、
と
の
目
的
の
た

ミ
め
に
第
八
一
表
を
作
成
す
る
と
舎
は
、
己
主
に
も
ま
た
興
味
あ
る
多
〈
の
事
震
を
後
見
す
る
と
と
が
出
来
る
。
一
三

第
人
法
に
つ
川
て
先
づ
第
下
に
、
曲
目
作
別
の
柴
養
比
寧
を
見
る
に
、
さ
き
の
棋
準
柴
養
量
ほ
中
等
崎
町
作
の
揚
合
で
あ
る
か
ら
F

、
之

上
り
も
斡
微
注
昂
軒
労
作
の
柴
養
茸
は
、
何
れ
も
棋
準
量
以
下
を
も
っ
〆
て
足
り
る
酌
け
官
あ
る
。
然
る
に
之
に
針
ず
る
配
給
量
位
、
九

ず
ベ
ザ
時
制
時
準
量
を
配
給
し
つ
L
b
っ
て
、
制
第
作
の
放
を
も
っ
て
減
量
し
友
い
。
と
i
A

忙
先
昔
に
指
折
せ
る
配
給
比
率
超
過
白
他
白

根
識
を
殻
見
し
う
る
ロ
と
の
閥
係
は
年
齢
別
ま
た
は
性
別
に
沿
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
た
刊
誌
車
円
少
年
な
よ
ぴ
女
予
に
崎
拓
い
て
は
、

め
が

さ
昔
巨
指
摘
せ
呂
配
給
比
率
超
過
を
加
重
す
る
と
と
主
た
る
か
ら
、
特
陀
顕
著
忙
硯
ほ
れ
ざ
白
る
。
即
ち
柴
養
比
率
に
劉
ず
る
配
給

比
率
。
比
率
比
つ
い
て
見
る
に
1
j紙
而
D
都
合
医
よ
り
と
i
A

で
は
比
差
を
省
略
字
る
が
イ
イ
脈
拍
町
常
時
す
べ
て
高
率
を
一
却
し
、
特

忙
女
T
D
青
少
年
K
急
い
て
最
高
比
率
を
一
部
ム
て
ゐ
る
の
は
と
の
放
で
あ
る
。
一

第」
e
一
位
、
重
持
作
ま
た
は
最
重
持
作
の
必
要
柴
養
設
は
、
楳
準
置
に
比
じ
著
し
〈
高
裂
を
示
ナ
ペ
普
己
と
勿
論
た
る
が
、
之
に
劉

ず
る
配
給
比
率
は
そ
れ
よ
4

り
も
更
に
高
率
で
あ
る
。
印
ち
章
第
作
に
従
事
し
う
ia
あ
る
者
は
、
融
問
養
上
必
現
存
右
上
り
も
、
更
に
よ

り
仏
人
た
る
み
比
率
に
沿
い
て
増
配
を
う
け
9
h
お
あ
り
、
而
か
も
之
は
男
子
に
お
い
て
特
に
顕
著
在
る
と
と
は
、
i

去
中
の
軍
勢
作
ま
た
は

長
重
持
作
の
比
寧
が
、
男
子
陀
告
い
で
仲
K
高
率
た
る
に
土
つ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

E
L
忙
も
ま
た
配
給
比
率
超
過
〆
の
一
つ
の
根

擦
が
稜
見
さ
れ
る
。

第一「一
K
、
個
別
的
忙
観
察
し
て
柴
養
比
率
白
最
高
は
、
一
男
子
に
語
い
て
は
十
七
歳
上
り
一
二
十
歳
忙
至
ろ
最
章
第
作
の
一
了
四
=
一
八
、

，
女
子
比
一
必
い
て
は
十
六
歳
土
り
二
十
歳
に
一
至
高
重
弊
作
白

7
0七
五
で
あ
る
が
、
之
忙
射
す
る
配
給
比
率
の
最
高
ほ
J
男
子
ば
十

第
六
蜘

， 
F ‘ ~ 

〆

ー、

、

4降、
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労作別、性別、年齢盟I]e;栄養均帯と配給比半

幸子
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{堰戸勢作 oザ92 1.170 
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f 女 I輯
雪子 21I中
平笠 !ni比
九十句(意
巻右 I最重勢

凪 ぶ担勢作
よ】 31Ff.等接{午
り I~ 比較的置捗作
六 5Q1重守勢作
ナー i最重勢作

:ヱ ィ趨勢 r作

~ 5，1 J中等勢作
H比較的重勢作

:S 6O十重 l 勢 作
最重労作

二 ¥61.(韓"'l?<作
七以t中〆等勢作
三 上 l比松前車事事作

で‘
、あ、

ZE勢作別

三
歳
よ
り
六
千
歳
に
至
る
重
持
作
ま
た
は
最
重
持
作
の
了
七
二
七
で
あ
り
、

戸
世
帯
構
成
に
お
け
る
酎
軸
人
民
と
柴
義
人
員
と
申
聞
係

百一

O
九

告再

抗

担

〆
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喝

世

帯

構

成

悶

加

け

る

配

軸

人

員

と

柴

費

人

員

と

の

闘

係

停

五

寸

丸

容

第

六

腕

る
。
印
ち
何
れ
D
帽
朝
合
に
長
い
て
も
配
給
比
率
は
そ
の
程
度
も
範
聞
も
盗
か
忙
柴
養
比
率
よ
恒
も
犬
で
あ
る
メ
然
る
に
柴
養
比
率
k
l

d

封
ず
る
配
給
比
率
の
最
高
比
率
は
、
男
子
十
ピ
一
歳
の
重
持
作
(
一
・
五
三
五
)
長
上
ぴ
女
子
十
一
日
一
歳
の
軽
持
作
(
一
・
六
O
豆
)
で
あ
る
。
札

者
は
柴
養
比
率
の
比
較
的
小
注
る
に
拘
ら
歩
、
成
人
な
み
白
買
曲
目
作
特
配
を
受
け
る
か
ら
で
あ
り
、
後
者
は
軽
帥
労
作
と
し
て
白
ー
誠
配

を
免
れ
る
上
に
青
少
年
特
魁
を
受
げ
る
か
ら
で
あ
る
U

杢
憾
祉
活
ビ
て
殆
ん

E
す
べ
て
配
給
比
率
の
超
越
を
示
し
、
た
い
る
唯
一
の
例

外
と
し
て
配
給
比
率
D
不
足
す
る
揚
合
は
、
男
子
二
十
一
歳
よ
り
三
十
歳
に
至
る
中
等
持
作
D

0
・
九
六
Q
で
あ
る
A

己
れ
は
持
作
ー

別
に
青
菜
白
閥
係

a
f、
必
要
築
養
堂
の
超
過
陀
拘
ら
十
月
配
給
量
は
棋
準
量
に
過
ぎ
左
い
ム
い
ム
基
本
的
閥
係
か
ら
来
る
も
の
で

あ
る
。
己
白
一
例
外
を
除
け
ば
締
て
を
通
じ
て
比
率
は
円
以
'
↑
ん
で
あ
り
、
そ
の
問
主
著
し
て
高
低
の
相
蓮
は
存
し
た
が
ち
も
、
金
随

一
と
し
て
配
給
比
率
白
超
過
は
顕
著
な
る
事
貨
で
あ
る
。
己
L
に
も
先
き
に
指
摘
せ
る
世
帯
生
活
に
島
け
る
配
給
比
寧
超
過
の
根
擦
を

¥

~

 

議
見
ず
る
こ
と
が
出
来
る
ロ
か
く
し
て
わ
れ
/
¥
は
光
ま
に
提
起
し
た
る
迎
議
上
白
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
が
出
来
た
。

。

四

-

以
上
わ
れ
/
¥
の
稜
見
じ
え
た
る
諸
事
賓
の
う
ち
特
に
重
要
な
り
と
思
は
Z
L
↓
一
、
三
白
臓
を
指
摘
す
れ
ぽ
、

第
一
同
町
、
女
子
に
封
一
ず
る
配
給
比
培
超
勤
の
事
寅
?
な
は
ち
女
子
は
そ
の
必
要
拠
養
景
の
比
統
的
に
小
た
る
よ
拘
ち
ヂ
、
男
子
と
一

同
様
白
配
給
量
を
う
げ
つ
し
ミ
あ
る
と
と
、

9

第
二
陀
、
J

骨ん
T
札

γ
ト
レ
卦
わ
か
恥
給
ル
争
超
跡
の
事
貸
す
左
は
ち
五
歳
以
上
の
幼
年
と
〈
に
十
歳
上
り
十
九
歳
に
至
る
青
少
年
は
、

そ
の
必
要
柴
養
比
率
よ

b
も
遥
か
に
犬
伝
る
比
率
の
配
給
を
う
け
つ
h

あ
る
と
と
《

第
三
に
、
勤
持
者

ι劃
す
る
配
給
比
率
超
過
の
事
質
す
た
は
も
車
同
町
働
者
K
封
じ
て
は
そ
の
必
堕
栄
養
量
む
府
大
上
り
も
克
に
大

た
る
比
率
。
配
給
を
た
し
つ
i
h

あ
る
E
と、

金

、

、

、

一
般
的
に
認
め
ち
る
L
配
給
比
葎
白
超
過
お
よ
び
共
の
叩
担
増
傾
向
卸
ち
柴
養
比
率
に
到
す
る
配
給
比
率
は
一
般
的
佐
越

七

e 

第
四
民
、

， 

ぜ



、言

調
し
、
且
つ
家
族
人
員
の
増
加
と
共
に
と
の
超
過
率
は
鵡
増
す
呂
E
と
等
と
れ
で
あ
る
。

岬
捕
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
事
資
を
政
策
的
見
地
よ
り
見
て
、
果
し
て
如
何
に
考
へ
符
ら
る
お
か
、
以
上
白
銅
苦
斑
粉
比
率
超
過
の
事
貨

は
、
己
れ
を
車
純
一
な
る
機
織
的
公
平
白
見
地
主
り
す
れ
ば
、
左
右
ほ
一
E
Eそ
れ
だ
け
の
不
合
理
怠
た
は
不
公
平
一
一
を
発
ぷ
泣
い
様
で
は
あ

る
が
、
併
し
己
れ
を
よ
h
y
高
曹
政
策
的
身
地
主
り
見
れ
ば
、
第
一
の
女
子
忙
一
封
ず
る
配
給
比
率
趨
過
は
、
女
性
士
た
は
母
性
擁
護
の

政
策
に
合
致
し
、
第
一
一
の
背
反
年
に
射
す
る
配
給
比
率
超
世
も
ど
た
‘
第
二
の
国
民
た
る
青
少
年
の
擁
護
政
策
に
合
致

L
、
第
三
の

勤
持
者
托
劃
す
る
持
給
比
率
超
過
も
忌
た
、
勤
傍
者
一
保
健
D
政
策
比
一
致
一
吐
る
も
の
と
考
へ
る
E
B
と
が
出
来
呂
。
む
ち
ん
是
等
む
事

貨
は
か
く
の
如
普
政
策
的
目
的
よ
り
意
識
的
・
ー
新
聾
的
に
賢
施
き
れ
つ
6
A

あ
る
た
否
が
は
疑
問
で
あ
る
が
バ
何
れ
に
せ
よ
そ
の
結
果

Z
り
見
て
、
か
〈
の
如
昔
政
策
的
見
地
主
合
致
せ
る
食
績
配
給
自
行
は
れ
つ
a
A

あ
る
t
と
は
、
生
活
椛
保
白
見
地
上
り
定

ι望
ま
し

h

き
己
と
主
音
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。

ま
た
一
)
般
的
に
認
め
ら
る
九
配
給
比
見
超
過
の
傾
向
島
千
九
唱
暑
の
咽
担
増
傾
向
も
、
戦
時
生
活
確
保
白
見
地
主
り
見
て
、
必
ナ
し
も

之
を
是
正
す
る
必
要
を
認
め
左
ぃ
。
仰
と
た
れ
ほ
、

E
a
A

に
指
摘
せ
ら
る
L
配
給
比
率
超
過
除
、
!
柴
養
比
率
k
h封
ず
る
陶
給
比
車
の

超
過
に
過
ぎ
子
、
必
要
栄
養
量
忙
射
す
る
配
給
肇
警
亙
の
超
過
を
意
味
す
る
も
の
で
は
左
い
い
か
ら
、
今
も
L
亡
、
白
趨
地
部
分
を
是
正

ま
だ
は
削
減
す
る
揚
合
に
は
、
却
っ
て
青
少
年
・
女
子
ま
た
は
勤
持
者
等
白
部
周
院
長
仇
て
、
施
劉
的
た
る
柴
養
附
踏
を
惹
起
す
る

腐
な

L
と
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
世
曲
明
、
生
活
の
家
族
員
数
を
培
加
す
る
に
従
っ
て
、
一
配
給
比
率
白
超
過
を
活
情
ヂ
右
傾
向
も
、

障
す
る
所
は
そ
己
に
包
含
せ
ら
る
与
幼
年
ま
た
は
青
少
年
の
多
敢
な
る
が
た
め
で
あ
層
、
己
A
に
配
給
比
軽
超
過
の
越
抽
唱
す
昌
己
主
J

は
、
多
家
族
擁
護
ま
た
は
人
口
政
策
上
よ
り
見
て
、
却
っ
て
望
空
し
昔
己

f
言
は
ね
ば
た
ら
白
か
ら
で
あ
る
。
而
か
も
食
響
曲
6
7

配
給
は
世
帯
を
単
位
と
す
る
工
商
配
給
で
あ
り
、
か
つ
世
帯
に
お
け
る
食
糠
品
。
消
費
は
衣
料
品
の
如
曹
個
別
的
消
費
で
は
詮
〈
、
一

世
帯
会
髄
色
し
で
集
闘
的
消
費
の
行
は
る
L
も
の
で
あ
る
か
ら
川
例
ん
べ
ば
女
子
に
射
す
る
配
給
比
率
超
過
の
事
震
が
あ
っ
た
と
し
て

世
帯
構
成
に
相
、
け
る
配
給
人
員
&
築
義
人
一
員
と
白
関
係
務
丑
十
九
審
v

ど九

} 
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、

世
帯
構
成
に
和
け
る
配
給
人
員
&
築
費
人
民
主
白
関
係

も
、
そ
れ
は
常
該
女
子
ひ
と
り
の
亨
受
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
喜
一
館
企
し
で
之
忙
均
慰
す
る
E
'
C
L
抵
右
か
ら
で
あ
昂
。

併
し
誌
が
邑
他
方
陀
ま
た
、

b
れ

J
Iの
稜
見
し
た
お
事
貨
の
う
ち
特
K
注
意
を
要
す
る
と
思
ほ
昌
弘
黙
は
、
r

・

第
一

κ、
幼
児
K
卦
ず
る
配
給
ル
動
不
必
一
の
事
貸
す
訟
は
ち
満
二
歳
よ
り
問
歳
に
釜
石
幼
児
底
V

そ
の
必
要
柴
養
比
率
に
相
営
す

る
だ
け
白
配
給
比
率
を
受
け
て
ゐ
た
い
。

ー
第
二
民
、
批
年
者
に
割
ず
る
配
給
比
率
不
足
。
事
質
す
訟
は
ち
浦
二
十
歳
上
り
三
十
歳
托
至
る
批
年
者
も
ま
売
、
モ
の
必
要
と
ず

r
Z栄
養
比
率
に
相
設
す
る
蹴
給
比
率
を
受
け
て
ゐ
た
h
u

ぜ

一
そ
れ
放
に
政
策
的
見
地
忙
沿
い
て
ば
円
是
等
托
一
封
ず
る
食
糧
増
配
の
必
要
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
。
削
ち
幼
児
に
謝
し
て
は
、
少

ぐ
と
も
現
在
白
幼
児
特
配
(
四
一
二
島
、

0
・
コ
ア
含
を
倍
加
し
、
か
つ
之
を
満
三
歳
忙
ま
で
鎖
張
せ
ね
ぽ
た
ら
由
。
ま
た
枇
年
者
に
封
し

て
は
、
そ
の
大
部
分
段
第
一
線
に
向
動
し
て
世
帯
生
活
に
脅
ま
呂
も
の
は
極
め
で
少
数
明
、
は
あ
る
が
、
少
〈
と
も
現
在
の
青
山
少
年
特

大

一

配
(
五
六
五
、

0
・
四
合
)
白
半
量
を
渇
加
ぜ
か
ぽ
た
ら
ぬ
。
ま
た
漏
六
十
歳
白
男
子
も
例
外
的
に
配
給
比
率
白
不
足
を
示
し
芯
ゐ
る
か

ら
、
之
に
劃
し
て
は
少
〈
と
も
規
在
の
老
年
減
配
を
挫
〈
べ
き
で
あ
ら
う
0

1

一

J

一
戸
ム
ま
で
も
な
ペ
現
賞
の
配
給
比
惑
を

L
て
ャ
個
人
前
一
陀
か
世
帯
的
に
か
、
そ
の
必
援
と
す
る
柴
養
ぽ
惑
に
合
致
せ
し
む
る
E
と

は
、
資
際
忙
は
殆
ん
ど
困
難
た
る
の
み
左
ち
ゃ
、
政
策
的
に
も
必
宇
し
も
そ
の
必
要
を
認
め
な
い
y
ま
た
戦
時
生
活
に
沿
い
て
は
、

t

必
宇
し
も
平
時
的
の
合
理
性
ま
た
は
会
卒
性
は
要
請
J
J
れ

2
0も
の
忙
あ
ち
で
そ
E
K
多
少
叩
不
合
理
'
ま
た
は
不
公
平
白
生
?
?
一
戸

己
正
は
己
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
先
立
園
民
生
活
の
株
保
ま
た
は
民
力
増
強
の
岡
崎
脚
上
よ
り
見
て
、
必
要
に
し
で
可
能
た
る
改

草
は
陣
崎
路
な
く
之
を
断
行
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
が
、
己
申
貼
に
闘
ず
る
わ
れ

1
t
o結
論
は
、
告
主
そ
以
上
の
詩
賦
し
に
諜
き
て
ゐ
る
?
た

ど
悲
で
は
問
閣
を
E
と
ま
で
も
比
率
の
問
題
に
限
定
し
た
D
T
あ
っ
て
、
絶
劉
的
た
る
必
要
ま
た
は
屍
低
基
養
量
に
封

L
τ
今
時
の

食
糧
配
給
量
D
も
つ
諸
問
題
は
事
己
L
で
は
金
〈
残
き
れ
た
る
別
の
重
要
問
題
で
あ
る
。

2
0・
7
同
)

体
五
十
丸
巻

， 

、

一{ 
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六
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